
 

 

 

              

 

 ５月２日（金）、洪水を想定して校内での垂直避難を実施 

しました。校内垂直避難は本校特有の避難訓練です。本校は、 

近年の豪雨を参考とした「想定最大規模降雨」により磐 

井川が氾濫した場合の浸水範囲に含まれており、一関市 

が作成しているハザードマップによると、浸水の深さは 

５m～１０m と想定されています。また、歩行困難とされ 

る５０cm 以上の水位が１週間継続する想定となっていま 

す。このような状況から、本校では児童が学校にいる間に磐

井川が氾濫して洪水が発生し保護者への引き渡しができない

ことを想定して垂直避難訓練を実施しています。訓練では、

緊急放送を流した後、職員が校舎周辺の状況を確認し、その

後に全員が校舎３階以上へ避難しました。約６００人が校舎

３階以上に避難するためには、３階教室の他、階段へも避難

しなければなりません。子供たちも先生方も真剣な表情でお

しゃべりをすることなく避難をしました。避難本部を設置し 

た３階テラスへは子供たちの話し声は聞こえず、スムーズな避難を行うことができました。 

現実には、磐井川が氾濫するような気象状況の場合は、登校することも困難で、子供たちは

家庭又は指定避難所にいることになると考えます。したがって、このような避難は考えにくい

のですが、子供たちにはこの避難訓練を通して一関小学校の学区が浸水想定区域であること、

もし自宅から避難するとしたらどこに避難すればよいのか等を考え、防災意識を高めてほしい

と思います。 

 

 

 ４月 30 日（水）児童朝会の時間を使って「1年生を迎える会」 

を行いました。会の中では、２年生～６年生全員が花びらにメッ 

セージを書いた大きな木が 1年生にプレゼントされました。メッ 

セージを見てみると「べんきょうがんばってね」「いっしょにあ 

そぼうね」「こまっていたら、たすけるよ」「たくさんきゅうし 

ょくたべてね」「かんじはいっぱいあってむずかしいけれど、れんしゅうすればおぼえられるよ」「く

るまにひかれないように、きをつけてね」「これ

からたのしいことがいっぱいあるから、いっしょ

にがんばろうね」等々、実に様々な視点で書かれ

ていました。２年生～６年生の気持ちが 1年生に

しっかり伝わる温かい木は、1 年生教室前廊下に

掲示しています。  
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【学校教育目標】 

○よく学び工夫する子ども 

○健康で明るい子ども 

○きまりを守り、助け合う子ども 

○責任をもちやりぬく子ども 

水害に備えて～校内垂直避難～ 

１年生を迎える会～よろしくね！～ 


